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第１章緒論

　

喀血ノヽ濁り肺結核患者ニノミ起ルモノデ、ヽナ

４が俗間デ喀血ト云ヘバ直チェ肺結核サ聯想ス

ル程大部分が肺結核二由テ起ル。肺結核ノ経過

中最モ劇的ナ症状デ不安ト恐怖ラ以テ嫌悪サレ

テ居ルガ、喀血ハ病竃ノ大小軽重二必ズシモ一

致シナイ事ハ熊谷教授(1)モ述ベテ居り叉其後ノ

病状経過ニハ80．0 ガエ於テ影響ノ無イ事ハ鈴

木(2)ニョリ統計的二観察報告サレテ居ル。

喀血ノ頻度二開シテノヽ幾多ノ報告(第1、2表)が

有ルガ其ノ喀血率ハ著シク異ル。之ハ其ノ症

状、療法、観察材料叉・ヽ其ノ方法等ニョル篤デ

アル。而シテ各報告が一致シテ居ルノノヽ年齢及

性別ノ鮎デアル。卸チＲｉｃｋｍａｎｎ(3)、Ballin ｕ。

Ｌｏｒｅｎｚ(4)、鈴木(2)、川口(5)等ノヽ敦レモ幼年者叉

第１表

　

喀血頻度(既往症中ノモノヲ含ム)

報　告　者 患者總散 喀血¦喀血率
患者数・％

MulleiH28) 875 170 19.42

Tecon et Silligで29）1346 415 30.83

Walsch(35) 46 17 37.0

Lansel鴇 2500 1061 42.0

Sassudelli筒 250 172 68.8

'Ｗ'ａｌｔｅｒ，Ｈｕｂｅｒぐ33j5800 2495 43.0

宮　坂　　　　1　747 131 17.5

.・ヽ高年者ニ,ハ喀血が甚グ少ク叉女性べ男性ヨリ

モ甚ダ少イト云フ．，

喀血二於テ従来最モ論ゼラレ叉一定シナ・1事ハ

喀血誘因トシテノ気象トノ開係デア．,レ。Ｒｅｉｃｈｅ(6)，

Scharロノ如キノヽ季節的條件叉．・ヽ気象的條件ノ
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第２λ

　

入院前及入院中ノ喀血頻度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院前喀血ヅ　　入院中二喀血　前圖中元入院中二

祁　゛　‘　　　患　者　　タ者　　　　　　　シタ者　　　　初ノテ喀良ヅタ者41　　”　名　　　總　徹　　　‾″　　　　　　　　　　　　　　‾

　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　人員　　　ぢ　　　べ員　　　％　　　へ.員　’‰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶
Reiche 'りj 1932　1 178　　　9.2 1　　1

Ｒｉｃｋｍａｎｎ（３） 1926　1　683 35.5 151 ８．０

Sorgof36） ｌ 38.0 11.0

Ballin，Lorenz(4) 338 45 13.0

Schr6der{37) 2500　， 435 17.4

Walter, Huber'^S; 5800　　1778 30.6 717 12.4

Miiller(28) 875　＝ 30 ３．４

Lansel i^' 2500　　　　　761 30.0 300　　1　　12.0 99 ４．０

Turban!38J 408 40　　1　　　9.8

Phihppi皿 404　　， 56 13.9

Brecke's 143 18　　1　　12.6

鈴木ゆ 6386 1034　　16.2

上　坂龍 398　1 109　　　　27.38

長　井39ﾉ 435 136　　，　31.3

正木、二こ木皿 452 ，　６．２

星　野ぢ 392 91　　23.2

川　口‘5j 494 95　1　19.2

宮　坂 747　　　　　118 15.8 25 ３．３ 13 １．７

影響二開シテーハ明デナ４ト云フテ居ルガGabri-

loｗitch(8)、Ｐｏttｅｎｇｅｒ(9)、Lanseド等ノヽ大ナル

気歴受動二際シテ頻歌'ヽル1ヽ云ヒ、Strand-

ｇａａr４りヽ気暗及温度が重要ナル意義リ･有シ晴天

ノ日ヨリ雨天ノ日二頻歌フ、ルト云ヒ

　

Samoilo-

ｖic(12;モ天気ノ良イ漁度ノ低イ日一

少イト報告シテ居ル。 Ｊａｎssｅｎ４３≒ハ比温ノ高イ

時、Ｒｈｏｄｅｎs44:しヽ絶對温度が上昇フヽル時二多ク

起ルト云フ。 Ｕｎｖｅｒｒicht45（ハ熱南風こ＝、von

Ｒｙｎ'1りヽ南風二開係シｆ起丿川ヽ云フ．、本邦二於

テ.ハ上坂17しヽ密接ナル開係ハ無イ1ヽ云フガ松

田(18しヽ第１同日本結核病學會席上デ喀血ハ気歴

低ク漁度高イ時二頻歌フヽル1ヽ云ツタエ對シ楢

棟19)．・ヽ気象ノ受化二特二開係り認メズ世界的気

歴ノ配置ナラン……1ヽJ丈駁シタ．正木・二木Ｊソヽ気候

ノ激受列

ト開係アリ1ヽシ殊二気屋低下ガアリ其ノ後二気

歴が同復スル機會二見ラレルト云フ、、斯ノ如ク

喀血トノ開係二於テハ気象要素ノ一部分タル気

歴、温度、風等が常二對象1ヽシテ論ゼラレタ．、

而シラ1930年鶏逸ノ気象學者Linkeが気塊ト

云フ事サ唱道シャカラ気象醤學界ニモ是ノ説が

迎ヘラレ1931年B. de Ｒｕddeｒ(21)以来幾多ノ

醤學者ニョリ各種疾患が気塊受換1ヽ結ビツケテ

観察サレル様ニナツタ。即チStengeドハ脳溢

血ハ気塊受換二由テ起ル寒冷前線通過、血栓ノヽ

温暖前線通過二由テ起サレ、Ｍｏｍｍsｅｎ(23)｡ハ

Frankfurtデハ格魯布性肺炎ハ温暖気塊が海

上気塊1ヽ愛換／､ル時二起･し1ヽ云ヒ、Theo Kai-

ser 21･、０ｂｅｎ!ａｎｄ(25)ノヽ肺出血ノヽ寒冷前線通過ニ

ョリ起ル1ヽ柵シ、本邦二於やモ星野(26しヽ気塊愛

換二由ル前線通過二際シ列客血ノ頻登'い・事チ

述べ子居几ｎ

余ハ昭和９年熊谷内科教室二入局以来今日二到

几迄入院中ノ肺結核患者ニシテ喀血シテ居ル者

り見ル事が極ｙテ妙カツタ。従ツテ余ハ之等喀

血頻度、年齢、性別及ビ気象的開係ヲ･統計的二

観察シ、之サ他ノ報告例ト比較シ其ノ頻度ノ少

イ原因テ考究シ叉喀血患者ノニ、三ノ臨休的所

見ヲ･モ観察シ此處二報告スル次第デアル。
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第２章

　

観察材料及方法

　

熊谷内科二於ケル昭和９年１月ヨリ昭和14年

　

６月迄ノ５年牛ノ間二入院シテ居ツタ結核性患

　

者ノ總斂ハ1049名デ其ノ中デ初感染、肋膜炎、

　

腹膜炎、脳膜炎及肺外結核等ヲ除イタ肺結核患

　

者ノヽ747名デアリ、男子ハ449名、女子ハ298

　

名デアフレ。之等ノ中デ既往症ニ、叉ハ入院中ニ

/喀血シタ者ダヽ131名テ数ヘタ。喀血ノ統計ヲ篤

　

スニ常り績登的二喀血テ繰返ヘス時ハ其ノ始登

　

喀血日サ喀血日トシタ。叉同一人デ喀血ヲ･繰返

　

ヘス時ハ前ノ喀血が停止シテ後１週間ヲ経テ再

【第18巷

ビ喀血ノ､ル時二之サ叉喀血日トシテ探用シタ。

従ツタ同一人デ２例以上ノ喀血例々有スル事モ

有ル。

血痰二就テハ屡ｌ歯鹸出血、鼻血、咽喉出血等

ト誤ル事が有ルテ以ｆ血痰が１日10個以上叉

ハ３個以上３日間連績シテ出タ者刊皿痰例トシ

タ。。人工気胸施行後血痰ノ出タ者二就テハ之｡チ

除外トシタ。侮肺結核患者747名中開放性ノ者

ノ｀ヽ579名デ77.5%デアツタ。

　　　

第３章

　

喀血頻度

1.

　

熊谷内科ｆ於ヶノl・喀血頻度

熊谷内科二入院シタ患者デ喀血ノ経験ヲ･持ッタ

者｡・ヽ上述ノ如ク13】名デ其ノ喀血率ハ17．5χ

デアルガ其ノ中デ既往症二喀血シタ事ノ有ル者

ノヽ118名(男77名、女41名)デアル。此ノ中デ

喀血テ主訴シテ入院シ、入院後数日デ喀血が止

ミ其ノ後全ク喀血予見ナクナッタ者ハ11名(男

８名、女３名)デアjレ。狗叉入院後モ喀血｡が績

キ６日目二大量喀血シ窒息死テナシタ者が女ニ

１名有ッタ。叉既往症二喀血アリ入院後二於テ

モ喀血ヲ･篤シタ者12名(男８名、女４名jアリ。

而シテ既往症ニハ喀血ナク入院後始ノ･テ喀血ヲ

経験シタ者ハ13名デ其ノ喀血率ハ１．７％デア

リ之列生別＝一見レバ男９名デ2．0％、女４名デ

1．3ガデアル。郎チ熊谷内科二入院中二喀血ヲ

狐シタ者ハ合計25名デ其ノ喀血阜ハ肺結核患

者ノ3．37にIデ男ノヽ17名、女ノヽ８名デアル。

血痰ノミテ経験シタ者ノヽ81名C男58名、女23

名)デアル。之ヲ分類シテ見lノバ既往症二血痰

アリ入院後経験シナカッタ者59名甥42名、女

17名)デアル。既往症ニモ亦入院中・・モ血痰ノ

有ッタ者ハ18名(男15名、女３名)デアリ、入

院中初ノ･テ血痰ヲ･経験シタ者ハ４名(｡男１名、女

３名)デアル。印チ入院中一血痰予見タ者ノヽ合

計22名(男16名、女６名)デアル。

以上ノ如ク喀血例モ血痰例モ甚グ少夕こ等雨者

テ合セタモ入院中二喀血叉ハ血痰ヲ･見タ者｡ハ47

名デ肺結核患者ノ６．３χデ性別ニ、ヽ男33名、

女14名デ、入院中二始ノテ経験シタ者ハ17名

(2．3％)デ男10名、女７名デアル。

喀血頬度ノ比較観察：

　

熊谷内利･ノ喀血頻度テ

他ノ報告例ト比較おレニ入院患者ノ既往症中ノ

者迄モ含ング頻度テ見lノバ第１表二示ス如ク敦

レモ高卒ヲ示シ殊ニSassudelli^'哨ノ如キハ68.8

％ヲ'報ジテ居ル。 Ｍｍｌｅｒ゛ノ喀血率ハ低率ヲ示

シテ居ルガ之ハ早期症状lヽシテノ喀血例デアル

篤デアル。然シ熊谷内科ノ例ハソレヨリ更二低

率テ示シテ居ﾉし。叉血痰例テモ喀l皿例二合セ喀

血及血痰例211名lヽシテモ28.2%デMiiller以

外ノ報告例ヨリモ低率デLeysinこ於ケ､L Tecon

et Sillig゛ノ報告ト近クナヅ居ル。

入院中二於ケ湊喀血率ダ｀第２表二示ス如ク欧米

二於テ｡’｀9．2％－17．4％デアルニ反シ本邦デハ

16．2％－31．3ヤデ欧米ヨリハ浅カユ高率４示シテ

居り只富士見二於ゲノし正木・二木：ダノ6．2％八欧
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米ヨリモ低卒デアルガ熊谷内科二於テハ３．３％

デ更二低卒デアリ血痰例ヲ合セテモ６．３％デ著

シク低卒テ示シテ居ル。叉入院中二於テ初ノテ

喀血ヲ･経験シタ者ハDavosニ於テＭ引leｒJ28)，

　　　　　　　　　　　　　　　

2.性別二

喀血ノ性別ニョル頻度ハ第３表二示ノ、如ク内外

ノ報告が敦レモ男二多ク女二少イガ熊谷内訓･こ一

於テモこIヽ同様デ男3．87ろニ對シ女2．7％デア

87

LａｎｓｅＰりヽ夫々3．4％、4．0％ノ低卒ヲ報ジテ居

ルガ熊谷内科デハ1．7％デアリ血痰例ラ合セテ

モ２．３町デ最モ低率ヲ示シテ､居ル。

ヨノ叫:血頻度

リ、叉血痰例二於テモ前述ノ如ク男16名(3.6

％)、女６名(2．0％)デ男ノ方が多ｸ-ｙヽソテ居ル。

第３表

　

性別ニョル喀血頻度

　　　　　　　　喀血患者敬　　　　　　　男　　　　　　　　　　　　女報　告　者　　　憚pyヽ肺結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一‥一

　　　　　　　　核患者總敷　　喀血患者敷¦喀血率侑）喀血患者撒　喀血率（％）

Beiche <≪>　　！　　　178 143 80.3　　1　　35 19.7

Ｒｉｃｋｍａｎｎ（３） 834 517 62.0 317 38.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Balli｢ILorer12(4)1　　　　　45 34 76.0 11 24.0

Theo Kaiser､践 320 224 70,0 96 30.0

鈴｀木(2)
‘'j｀4310　　し
゛萍2706 ，否

'ゝ　　807 18.7 228 ８．４ｊ

上　坂47/」
■■'t278

弓革120
87 31.2 22 18.3

佐　藤:跨
ot　94

9革　32
52 55.3 12 37.5

川　口（5） 刻;｀268
や羊226

70 26.1 　　　２５

－　　　　　-－

　　　　８

11.1

宮　坂
‘り:｀　449
4'♀298 17 ３．８ ２．７

　　　　　　　　　　　　　　　

3．

　

年齢ニヨノり客血頻度

年齢ニ

　

ヨ

　

ノレ頻度モ多少ノ相違ハ有ルガ大鰐二於

　　

７･幼年者及高年者ニハ稀デアルト云フ。郎チ

　　　　　　　　

第４表

　

熊谷内科二於ケル喀血患者ノ年齢別及性別ニョル喀血頻度

男　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　．女

年　　齢
肺結核

患者敬

喀　血　患　者　徴　　　　ｉ肺結核 喀　血　患　者　徹

入院前入院中新　計　喀血市営患者敷：入院前入院中新　計　喀血市･ぶ

15歳以下 13 ０
　　　　　　　　　　　　－　　　－　--Ｏ　Ｉ　Ｏ‰

21 Ｏ　Ｉ ０ Oり

16歳－20歳 86 ５ ５ 5.8％ 82 ６ ２ ８ 9.8り

21歳－25歳 114 26 ４ 30 26.3％ 84 14 １ 15　. 17.9%

26歳－30歳 96 20 20 20.8％ 50 11 11 22.2％

31歳－40歳 83 15 ３ 18 21.7％ 34 ７　　　　１ ８ 23.5％

41歳－50歳 40 ９ ２ 11 27.5% 19 ２ ２ 10.5％

51歳以上 17 匹 ２ 11.8％ ８ １ １ 12.5り

計 449　1　　　　　　　　1　86 19.2％ 298　l　　　　　　l　45 15.1り

入院中二初
メテ喀血

９ ２．０?ぶ

-

　　　　　4　　　　　　　　　1.3リ
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Rｅｉｃｈｅ(6りヽ初期喀血八年齢ニ。・ヽ詮り開係ノヽ無４

ト云フガＲｉｃｋｍａｎｎ(3)ハ15歳以下ハ少ク、７歳

以下デ・ヽ極ク稀デ15歳－25歳二最モ多ク見ラ

レ50歳以上デハ少イト云ヒ、Ballin ｕ.Ｌｏｒｅｎｚ(4)

ノヽ26歳－50歳二多ク見ラレ、15歳以下及51歳

以上デハ甚グ少イ1ヽ云フ。Tecon et Silli虻慨≒ハ

16歳ヨ4 30歳ノ間二噌加シ31歳ヨリ35歳二

最モ多ク見ラレ51歳以後デハ齢クナル1ヽ報告

シテ居ル。本邦二於テモ鈴木(2)、川口(ヤヽ20歳

－30歳二最モ多ク幼年者及高年者ニハ斟イト云

フ。熊谷内科二於タモ第４表二示大如ク15歳

以下デハ男女共二喀血例ヲ見ナカツタ。叉16歳

－20歳二於テモ5．8N－9．8％デアリ、51歳以

上デハ11.8万一12．5％デ斟イ。最モ多イノノヽ男

子二於テハ21歳－50気、女子二於テハ21歳－

40歳デアリ叉入院中二始ノ･タ喀血サ経験シタ者

モ此ノ年齢ノ範園内二在ル。

4。季節ニヨノり客血頻度

月別二見タ喀血頻度ハ報告者ニョリ夫ﾉｼ異ル、。

最モ多イ月順二見l／バ松田18)(IV、Ⅲ、VⅡ‥‥月

ヲ示ス以下同ジ)、鈴木(町VI、Ⅲ、IVへ

　

上坂17J･

(IV、VII、VⅢ)、佐藤゛(xn、I、VⅢ)、川口(叫VⅢ、

VI、X)、正木(2o)(I、Ⅲ、IV八星野卵(､VII、IX、XI)

ノ如ク或ル者ハ春卜云ヒ夏lヽ云ヒ、叉他ノ者ハ

參ト云フ。余｡ハ喀血患者131名ノ喀血[e]R: 161

同(喀血月ノ判明セル者)サ月別一各月ノ喀血率

ヲ示セバ第５表及第１圖ノ如ク１月及２月一多

ク、3、4月二減少シ５月ヨリ再ビ多クナリ６月

二最高lヽナル。７月ヨリ10月迄ハ減ジ11月ヨ

リ再ビ噌加ノ傾向jリ‥し。鴎]チ冬期1ヽ初夏ノ候

二最モ多夕見勉

　　　

第１圖

　

季節ニョル喀血率ノ消長

｜

Ⅲ「V

　

V

　

VI

　

Ⅶ

　

Ⅷ「

　

K

　

X

　

XI

　

y!1

　

月」

第５表

　

喀血1ヽ季節トノ開係

5｡時刻ニヨノｙ喀血頻度

時刻二就テ明カーナツテ居ル者ハ56同アルガ

之テ分類スレバ夜牛零時一朝６時迄16同、正

午迄15回、夕刻６時迄15同、夜半零時迄10同

ﾃﾞ鈴木゛、II木タノ云フ如ク特二夜間二頻登ス．

ルl｀ハ･Ｓ゛｀レナカツタ、、

6。喀

　

血

　

死

肺結核患者デ喀血死二開シテ．・ヽＣｅtｒａｎｇｏｌｏ'31JI

ノヽ肺結核死亡者中デ男ノヽ12.4が、女ハ甚ダ少

ク1．42％デアツタト報告シ、本邦二於タハ鈴

木(りヽ肺結核患者ノ中デ僅カニ１．３ガデアツタ

ト云ヒ、河端・西村りlりヽ1．52％デアツタ1ヽ柵シ

テ居ル。熊谷内科こ於ｆハ肺結核死亡者ハ107

名デ男64名、女43名デ其ノ中デ非喀血者ノ死

亡､ハ83名デこハ非喀血者全胎ノ13．5％二宮

月　　順 Ｉ n Ⅲ IV　　V　　VI vnﾆ VID IX Ｘ XI xn
喀血同徽:　16　18 ８ 5　1　20 22 11 13　；　10 10 15 13

喀血率(本卜　9.9　11.2 ５．０ ３．１12.4 13.7 6.8 8.1 :　６．２６．２ ９．３ 8.1



第２琥】 宮坂＝肺結核二於ケル喀血ノ統計的観察

ル。喀血者デ死亡シタ者ハ18名(男９名、女９

名)デ喀血｡者y 14.5ガユ常り此ノ中デ喀血死テ

来シタ者が４名アリこハ肺結核患者全胎ヨリ見

lノバ0．54％デ低率デアル。叉全死亡者二對シテ

｡ハ3．7％ニ常り喀血者デ死亡韓錨テトツタ者ノ

22.2%デアル。性別二見レバ男ノヽ僅力＝=-１名、

女３名デ喀血ノ少イ女性ノ方二多クノ喀血死予

見テ居ル。非喀血者ノ死亡卒ト喀血者ノ死亡率

89

トテ比較フヽレバ僅力１ガノ相違デ殆ンド゛同率デ

アル。叉喀血死ノ斟イlll･カラ見レバ喀血が死卜

重要ナル開係テ有'いレト思パレス、叉喀血者ノ

死亡率が非喀血者ノ死亡率Iヽ殆ンド同一デアル

事ヨリ見テモ以上ノ事が肯カレル。

喀血死テ来シタ４名二就ヤ見レバ３名ハ汲レモ

大量ノ喀出血殖テ見其ノ中ＩＺハ窒息死テ来

シ、他ノ１名ハ少量ノ喀血デ死亡シタ、。

7｡高山気候下二於ケノ則喀血頻度

高山気候下二於テー・ヽ喀血頻度・･ヽ低地二於ケル

ヨリ少イ事ノ｀ヽTecon et Sillig爪M1111eｒ(28)，

Ｅｇｇｅｒ凧ＷａｌtｅｒＨｕbeｒ苅，Ｌａｎsel皿,Szon-

taph(34尊が報告シテ居ルガ本邦二於テハ之二開

スル報告ハ無ク只正木・二木奥が富士見二於ケ

ル喀血頻度が少イト報ジテ居ルガソレハ常該療

養所ノ収容患者ノ多ク,ハ遠隔ノ地カラ爽ル篤ニ。

比較的軽症患者が多イ篤デアルト云フ事二理由

ヲ･置イテ居ル。

余ハ昭和９年ヨリ昭和13年迄ノ５年間夏季ニハ

海抜n20米ノ須川温泉(常該地ノ高山気候二就

テノヽ後目登表)ニ高山気候址二温泉研究ノ目的

ヲ以テ滞在シタガ此ノ間二於テ茲二集－ル多倣

ノ結核患者中喀血者ハ昭和９年ニ１名昭和12年

ニ１名合計僅カニ２名サ経験シタユ過ギナイ。

常地二集ル者ノヽ早キハ５月末ヨリ来ルガ多クノヽ

７月初ノにﾖﾘ９月末迄デ最モ多イノハ７月下旬

ヨリ８月中旬デ此ノ間ダヽ１日平均800一1000名

デアル．こテ病気別二大別スレバ壮年期以上ノヽ

洽化機病、青年期以下・ヽ結核性叉.ハ虚弱者デア

ルバ

結核患者二就マハ第５同日本温泉気候學會二於

ラ･冊衣シタ如ク開放性肺結核患者ノミデ17名デ

此ノ中ニ・叶目常ノ重症者モ居タガ喀血テシタ者

ノヽ無カツ久死亡例ノヽ昭和９年ニ１名アリ之ダヽ

喀血死デアツタ．而シテ余ノ須川温泉二於ケル

肺結核患者ノ観察ハ僅カニ１ヶ月デアリ、叉患

者ノ滞在日数モ多ク､ハ１ヶ月前後デアル篤二営

地ノ高山気候が肺結核ノ凡テノ経過二良好デア

ルlヽ速断-いレ事ハ出来ナイガ余が経験シタ範園

デハ:Q:期二於テ．・ヽ須川温泉ノ高山気候ハ肺結核

二良好二作用フ､ル如ク思ハレ、喀血ノヽ５年間二

僅力２例デｊ'ツタノラ見レバ中等度高山気候ハ

須川温泉二限ラズ夏期二於テ.ハ肺結核ノ比較的

噌悪シタ1ヽ思バレル者ニモ良好二作用シ叉喀血

ヲ走1人事.ﾉﾁ抑匍jサセルトｊＳ７｀レル．

　

第↓章

　

喀血患者ノ臨林的所見

1．喀血患者ノ喀痰中ノ結核菌ノ有無

喀血患者131名中入院中二喀痰テ訣除シテ居タ

者５名(3.8が)デ他ノ126名ノヽ執1ノモ喀痰ラ排

除シタ。其ノ中デ入院常初喀痰中結核菌テ澄明

シタ者117名喀血者ノ89．3χデアツタ。此ノ成

績ヨリ見レバ喀血者７喀痰中ニハ大部分二於テ

第６表

　

喀血患者ノ喀痰中ノ結核菌

爾陽性者117し){jじl?

　

菌陰性者

　

．ﾀﾞ6.にj}{ぶ；

　　　　　　

喀痰ヲ峡グ者5{}じｊ

結核菌ヲ･澄明二得ルノデアル。
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2。

　

喀血者ノ赤沈速度

第７表喀血経験者入院時ノ赤沈速度

１時間値(粍)

--　-㎜皿匹-･　　　7 -J〃-
　　　O－20

男 女

　　¶-　１

にド

12　　( 9.111

21―35 14 ３ 17　1　13.0

36―50 14

ト 77.951―75 19 16

76以上 28 25

【第IS巻

喀血者ノ入院営初二於ケル赤沈速度１時間値ハ

第７表二示ス如ク20粍以下デアツタ者ノヽ12名

(9．1％)、35粍以下が17名(13．0％)、36粍以

上が102名デ77．9％トナツテ居り男女ヲ問､ハ

ズ大部分が促進シテ居ル。

3｡

　

喀血者ノ病型

喀血者ノ胸部｢レントゲン｣像，生物學的諸反撫

ヲ･基礎トシテ病型別二見lノバ第８表ノ如クデア

ル。之二由ツテ見レバ血行撒布症デハ僅カニ２

名(1．5％)デアルニ反シ浸潤性早期型デハ16名

(12．2加ノ多キテ占ノテ居ル。卸チ肺結核デ早

期二喀血が多ク見ラレルガ其大部分・ヽ浸潤性早

期型デアル。従ツテ喀血ノ篤二結核テ白曼シタ

時安静ニシ邁常ナル聾療テ受ケル時｡ハ結核ダヽ良

ク治癒シ得ルノデアル。自]チ初期喀血。・ヽ肺結核

ノ篤ニ．’゛最゛=良イ症状トナルノデアル．

浸潤性結核デハ喀血ハ30名デ22．9％デアフレニ

反ｙ血行性結核デハ11名デ８．４％ノ低率デア

ル．印チ喀血ハ浸潤性ノ型二頻登スル傾向が多

仁喀血者中空洞テ有スル者ハ62名アリ全喀

第８表

　

喀血経験者入院時ノ胸部Ｘ線像ニョル病型

血者ノ47．3％デ約牛分ラ占メテ居ル。即チ喀血

者ノ牛分ダヽ空洞テ有シテ居ル。斯ノ如ク喀血ノヽ

早期二於テダヽ浸潤性二多ク爽ルガ病状噌悪シ空

洞テ作ルニ到lノバ病型ノ如何二拘ノヽラズ喀血｡ハ

著シク多クナル。印]チ斯ノ如今後期喀血,ハ初期

喀血二比シ悪イ症状ト見ナクテノヽナラタ。

4｡喀血が豊温及医博敬二及ボス影響

入院中二喀血シタ者二就テ喀血{}及其ノ後ノ膿

温及脈傅数テ観察スルニ喀血が１同限りデ績豊

喀血が無カツタ者叉ハ績農的二血痰ノ出ナカツ

タ者ノヽ稀デ大部分､ハ長期間デ・ヽナクトモ槙豊喀

血テ来シ叉ノヽ血痰ヲ見タ。喀血同数29¦Bl(績豊

喀血・ヽ算入セズ)ニ就テ醵温テ観察スルニ喀血

ニョリ値温ノヽ必ズシモ上昇セズ0．5°Ｃ以内ノ上

昇が多ク14例、37.5°Ｃ以上ニナツタ者４例、

38°Ｃ以上８例、39°Ｃ以上ノ・ヽ僅カエ３例デアツタ。

叉豊熱ノ状況テ見ルニ必ズシモ始豊喀血直後二

上昇セズ、始豊喀血日二醵温上昇ヲ見タ者ノヽ僅

　　　　　　　　　　　　　　

／

カユ10例デ之等｡ハ多ク,ハ散時間後叉ハ翌日上

昇ラ来シテ居ル。叉最高値温二達スルノ｡ハ始稜

日ノ翌日が多ク中ニハ３日目ニナルノモ有ル。

此ノ最高膿温・ヽ多クハ１日－２日績キ其ノ後ノヽ

降下シテ平熱トナル。従ツテ登熱シテ居ル時間

ノ｀ヽ多クノ｀ヽ１週間以内デアル。

値温上昇ノ著い1者,ハ如何ナル者二来タカラ見

ルニ喀血テ始ｙテ経験シタ者ノ膿温が特二上昇

シタトノ｀思。’｀レズ叉喀血量ノ多４者二値温ノ高

クナツタ者が比較的多ク見ラレタガ之,=,1必ズシ

モ然ラズ。叉績稜喀血ノ期間ノ如何モ密接ナル

病　　　　　　　　型 人　負 喀血率匁

浸潤性早期型　16　　12.2

血　行　撒　布　症　　2　　　1.5

浸潤性肺結核，30　y 22.9

血行性肺結核　11　1　8.4

著明ナル空洞ヲ有ヌル者　　62　　47.3

不　　　　　　　　　　明 10　　　　7.6
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關 係 ハ 認 メ得 ナ カッ タ.

脈 搏 撒 二於 テモ 喀 血 ノ 爲 二1分 間90以 上 ニ ナ

ツ 久者8例 、100以 上8例 、110以 上3例 、120

以 上3例 デ アツ タO速 脈 が喀 血 常 日二見 ラ レタ

者10例 、 翌 日ガ9例 、3日 目 ガ3例 デ アツ タn

文 典 ノ櫃 績 日数 モ膿 温 ノ場 合 ト同様1週 間 以 内

テ ア'ソタ^

5.喀 血 が赤血球数 二及 ボス影響

熊 谷 内科 デノ・入 院 患 者 二封 シ テ毎 月1同 生 物 學

的 諸 反 慮 検 査 テ行 ヒ治 療 上 及 豫 防 ノ指 針 トシテ

居 ルc之 二由 リ余 ノ・喀 血 前 ノ赤 血球 数 及 喀 血 後

(綾瑳喀 血 中 ノ場 合 又 ノ・血 痕 中 ノ 場 合 ノ事 モ有

り)ノ 赤 血球'敷 テ比 較 シテ 喀 血 ニ ヨ ル 赤 血 球 撒

ノ動 揺 ヲ'墓見察 シ タ.

赤 血 球 数 計 算 二於 テノ・20-30萬 ノ 動 揺 ノ・生 理

的 範 園 内 ト考 へ 喀 血 後 二於 テ30萬 以上 ノ減 少

テ示 シタ例 ノ・喀 血 一 ヨル貧 血 ト考 ヘ ル ト第9表

ノ如 ク第1一 第8例 迄 ノ・執 レモ30萬 以 上 ノ 減

少 テ示 シ テ居 り、 殊 二 第2、4,6例 ノ如 キノ・約

100萬 ノ減 少 ラ來 シ タ。之 等3例 ノ喀 血 量 ノ・100

CG以 上 デ ァ リ且 ツ第2及6例 ノ・績 登 喀 血 及 血 痕

ガ2週L間 モ績 イテ居 タ。 第9-12例 ノ減 少 量 ノ・

執 レモ25萬 以 下 デ ア ツ タ。 以 上 ノ12例 ノ・喀血

ニ コ リ赤 血 球 撒 ノ減 少 テ示 シタ モ ノ ト見 ラ レル

喀 血 テ來 シテ モ赤 血 球 撒 ノ・何 等攣 化 ラ來 シ テ居

ナ イ者 ノ・第13,14,15例 ノ3例 デ アル 。 第16

-18例 ノ3例 ノ・赤 血 球 数 ノ 増 加 テ來 シテ居 ル
。

而 シテ以 上 ノ・其 ノ検査 が一 定 セズ或 ル者 ノ・綾 獲

喀 血 中 二赤 血 球 数 ラ撒 ヘ タ者 ア リ叉績 獲 喀 血 終
ゆ

了直後、叉ノ・相常期間テ経 テ数ヘタ場合モ有ル

第9表 喀:血ノ赤 血球 数及赤沈速度 二及 ボヌ影響

姓 名1
例

症1赤 血球 数(萬)赤 沈速度1時 間値(粍)
1

喀 血 後 略:血 前
曽→曹}

駈 雀 躍講i血 膿
1

■

一一一

一

喀 血 前

:「 葦ll『… 515

483
__r一 一 一_一_一 一

479

435

　 一}

25

25

25

25

35cc

30

30日 …

12

2

一

483

{ 546

一}_一 一 一

86

82
97

102

340(2日)

250(6日)

19日

14日

3 458 420
一_一 一 醒一 一

64 92 530(10日) 1日

4 581 451 32 49 110(3日) 3日

5 520 485 47 51 45「2日) 14日

6 590 498 20 16 110(3日) 13日

7 587 500 27 27 90(2日) 11日

8 425 369 61 23 35(2日) 4日

9 521 506 19 37 80(4日) 9日

10 445 420 42 95 75(2日) 7日

11 480 466 107 115 380(2日) 0

12 515 497
_一 一

110 111 50(1日) 0

13 440

一 一 「一

440 43 70 125(5日) 0

14 562 564 26 86

一

75(2日) 8日

15 539 543 55 73 50(1日) 3日

16 466 487 19 27 3(1日) 12日

17

18

476 518 51 39
50(1日)

10(1日)

4日

0
1

4801525, 94 70 30(3日) 21日 1
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ノデ喀出血量及績登喀血 日数及血痕 日数 ト血痕

量 トノ關係ノ・確言出来ナ イが喀血 ニヨリ赤血球

撒 ノ減 少 ラ來 ス事 ノ、認 メ ラ レル。

6.'喀 血 が赤沈 速度 二及 ボス影 響

入 院 患 者 ノ赤 沈 速 度 測 定 ノ・履 く行 フヲ以 テ喀 血

が赤 沈 速 度 二及 ボ ス影 響 ノ・比較 的 良 ク観 察 スル

事 が 出来 ル。 第9表 ノ如 ク総 計20例 ノ喀 血 中

12例 ノ・喀 血 ニ ヨ リ 赤 沈 速 度 ノ・著 明 二 促 進 シテ

居 ル。 赤 沈 速 度 二影 響 ラ見 ナ カツ タ ノノ・第1(2

同 共)、7、12例 ノ4例 デ アル。 遅 延 シ タ モ ノハ

4例 デ アル が第6例 ノ・喀 血終 了16日 目 デ アル。

第8及 第17例 ノ・7日 目 ノ測 定 、 第18例 ノ・血 痕

期間中 ノ測定値 デアル。赤沈速度遅延例 ノ喀血

量ノ・必ズシモ多 クノ・ナク叉綾登喀血 モ1日 一3

日デアツタ。而 シテ喀血量多 ク又績畿期間 が長

イ者が必ズシモ赤沈速度が促進 シテ居ツタトモ

言ヘナイが一般ニハ喀血ニヨリ赤沈速度ノ・促進

シ、殊 二喀血期間中又 ノ・直後二於 テ然 リトス

ル。又初 メ赤沈速度 が異常 二促進 シテ居ル例 デ

ノ・喀血量 が多 イ傾向 ガアル。

第5章 喀血ノ周期性

1.喀 血 ト月経

月経 ノ代 償 トシテ喀 血 が來 ル事 が報 告 サvテ 居

ル が余 ノ・未 ダ其:ノ例 ノ・見 ナ カ ツ タ.而 シテ結 核

患 者 二月経 不 順 又 ノ・停 止 テ見 ル事 が有 ル が之 ノ・

肺 結 核 ノ豫 後 ノ上 カ ラノ・面 白 カ ラザ ル症 候 トサ

レ テ居 ル。 余 ノ・入 院 セル肺 結 核 患 者 デ喀 血 セル

者 二就 テ喀 血 ト月経 ト ノ關 係 ラ観 察 スルニ第10

表 ノ如 キ結 果 テ得 タ。

第10表

観 察 方 法 ト シテノ・月経 第1日 ラ中 心 ト シテ藪 フ

ベ キ モ便 宜 上 次 ノ如 ク シタ.即 チ月経 前 ノ喀 血

二封 シテノ・月経 第1日 ヨ リ何 日前 二始 登 喀 血 が

有 ツ タ カ、 叉 月経 後 ノ者 ノ・月経終 了後 何 日 デ婚

儀 喀 血 が有 ツ タカ ヲ・見 タn

第10表 ノ如 ク第1、2,3例 デノ・始 登 喀 血 ノ・執

レモ 月経 始 縫 目 ノ4日 前 デ アル。 第4、7例 デハ

喀 血叉 ・・血痕 ト月経 トノ関係

入
院
中

二
喀

血

シ
タ
者

症
例

1一

血

セ
ル
者

入
院
時
喀

疲

ア
リ

シ

入
院
中

二

2

3

4

FD

;
0

【ワ
・

8

9

10

血劃
11

分卿2

姓 名 喀 血 叉 ノ・血 痕:/月 日

29/VI37

25/V38-29/V

61×33ソ ノそ受血tヲ夷:ツ 、・"

16/138血 疾 ツ 、・〃

7/VI糾

14/VI】[35 .血Lヲ炎 ツ 、.ク

231V36

361V皿33-7/V皿

∫1縄 日

2/VI【一91V皿:

291V-1/VI

9!X-15/X

25/1-30!1

2!VI-5/VI

8/Vπ 一121V皿

16/V

l3/V皿 一8/V皿

121V皿3F,17/0皿 12/V皿一14/V皿

191皿37-26/皿 19/皿 一22!皿

喀 血 ノ・月経 ノ始 マル

何 日前 方叉 ノ・月経 終

了 シテ何 日後 力

4日 前

4日 前

4日 前

10日 前

3日 後
3日 後

8日 後

9日 前

當 日

2211×36(3日 ツ 、.ク)

12/137(3日 ツ 、・ク)

2611X-3011×

15/1-19/1

日吉
田

5日 前
4日 前

1

■■■■馴

■■■ ■1一

1き1藷i2鞭 覧 擢1繍
_1琴31眠 一26!XI__5日 前191XI38

昭 和4年 及9年 雨 年 度 共 二産 後 間 モ ナ 〃喀 血 シタ コ トア リ

4
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10日 及9日 前 、 第8、9例 デノ・月経 第1日 二起

ツ テ居 ル。 月経 終 了後 二始 登 喀 血 ノ起 ツ タ者 ノ・

第5及6例 デ ア ル が殊 二第5例 デノ・2同 ノ喀 血

ヲ爲 シ共 二 月経 終1後3日 目 二起 ツ テ居 ル。

血 痕 例 二就 テノ・第10、11例 二見 ル 如 ク共 二 月経
つ

前 二始 マ リ第10例 デノ・2同 ノ 血 痕 二 於 テ共 二

月経4-5日 前 二始 マ ツ テ居 ノし。 第11例 ノ・3同

ノ血 痕 二於 テ 月 経 ノ2日 、5日 、7日 前 デ必 ズ

シモ同 ジ 日数 前 トハ言 ヘ ナ ヵ ツ タ。 以 上 ノ諸 例

テ見vバ11例 中2例 が 月経 終 了後 部 チ 月経 後

期 二喀 血 テ見 タ ノ ミデ他 ノ・執 レモ 月経 前 期 二喀

血 テ來 シ、 ソ レモ 多 クノ・4-5日 以 内 デ ア・ソタ。

叉 月経 後 期 ノ例 ノ・僅 力2例 デ アツ タ が第5例 ノ

喀 血 ノ・夏 季 デ6月 及_.r.年7月 ノ2同 デ此 ノ2同

共 月経 終 ∫ ノ第3日 目 デ ァ ツ タ事 ノ・喀 が皿ノ周 期

性 二就 テ甚 グ興 味深 イ事 デ ア ル。

第12例 ノ・既 往 歴 中 ノ 髄 デ アル が 昭 和4年 及9

年 一出産 テ シタ婦 人 デ アル ガ2同 共 共 ノ出 産 後

間 モ ナ ク喀 血 シタ ト云 フ。 之 ・・月 経 トハ直 接 關

係 ナ キ モ出産 ト云 フ身禮 的 疲 弊 ノ篤 トモ 髪ヘ ラ

vル ガと モ廣 義 的 二子 宮 出 血 ト閣 僚'ソ ヶ得 ル ト

思 ハ レ ル。

月経 ニノ・其 ノ周 期 ノ・種 々 アル ガ定 型 的 ナ周 期 テ

以 テ訪1ノ ル が喀 血 モ此 ノ月経 二關 係 シテ 多 クハ

月 経 前 期 二屡 丸起 ル所 テ見 レバ 月経 ト密 接 ナ ル

關 係 ノ有 ル事 チ知 り喀 血 ニ モ周 期 性 テ認 メ得 ラ

レ ノレo

2.喀 血 ト季節 的周期

初 期 喀 血 デノ・多 ク ノ場 合患 者 ノ・肺 結 核 テ 白斑 シ

テ居 ラナ ィ爲 二喀 血 ニ ョ リ始 メテ ソ レ ト麗 リ馨

師 テ訪 レ治 療 テ受 ケル 爲 二喀 血 テ繰 返 ヘ ス事 ノ・
　

少 イガ病竈 が増悪 シテ喀血テ來 ヘニ到 しバ喀血

ノ・績 磯 的 トナ リ叉 ハ 常 習 的 トナ ・し。

余 ノ・繊 卸 客血 が停 止 シ1ケ 月 以 上 ヲ・経 テ再 ビ喀

∬皿又 ノ・血 痕 チ繰 返 へ 一な者 ヲ見 タル ニ 第2圖 二示

へ如 ク デ ア'・。 従 来喀 血1ト氣 象 二就 テノ・数 多 ク

第2圖 喀血 ノ周期性

1姓名 懲 μ3千 、568910・ ・1212345678gl・1玉1凱34567891・1112
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ノ報r1ﾆ接スルモ喀血ノ周期性二就ラハ其ノ報

告サ知ラナイガこハ興味アル問題デアル。白]チ

第２圖デ血｡痰モ喀血1ヽ同等二見ル時ハ第１例ハ

喀血月ハVI、翌年I、VII、叉次ノ翌年I、VIデ約

６ゲ月ノ周期郎チ季節的二見レバ夏ト參ノ季節

的周期が快ケル事ナク交互二繰返シテ来ル。第

２例ハ３月二血痰アリ次ハ翌年３月デ１年ノ周

期デアツタガ其ノ後ハ周期ハ短クナリ夏、冬、

初夏ト季衛的周期トナツタ、、第３例モ血痰例デ

アルガ初ノハ３月デ次ハ翌年６月デアヽソタガ３

同目ハ再ビ３月デアツタ。第４例ハ約２ヶ月ノ

周期デ４同ノ血吸ヲ繰返シラ居ルガ其ノ期間ハ

９月ヨリタ年５月迄デ大筒二於元

1ヽ見ラレル。第５例ハ初八ケ夏デ次ハ多期、３

日口ハ初夏デ胆節的二喀血リ･繰返シや居ル。第

６例ハ２回ノ喀血デアルガレQ:期1ヽ參期、第７例

ハ初秋ト冬期I･タ年ノ冬期デアル。第８例ハ４

同ノ血痰叉ハ喀血デアルガ初ノノ３同ノ周期ハ

６･ケ片ﾉ之７チ月デ最後ハ４ヶ月デアツタ。こヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第６章

既二緒論二於テ述べ｀タ如ク気歴、気温、温皮、

風等ノ気象要素が喀血ノ誘因ニリールlヽ云フ報告

が有几が余モ亦こ等ノ喀血し

血日(喀血目が明二判明シタ者ノ０ノ気歴、気

温、温皮テ仙豪測候所ノ記録ニョリ見ルニ第11

表二示フ､如ク喀血目二於ケル気屋ノ較差ハ72例

中54抄しヽ５粍以下デアリ、気温較差ヨリ見レ

バ10C前後ノモノガ最モ多ク、比温ヨリ見レ

バ70一90巡ノ場合が最モ多カツタ。是二由ツテ

之グ観レバ喀血1ヽ之等気象要素間ニハ何等ノ開

聯ハ認メ得ラレナカツタ。

喀血ノ前日Iヽ常目トサ比較シテ見レバ気隋二於

テハ較差５粍以下ノ場合が30例デ多倣ヲ･占ノ

テ居ルガ５粍以上10粍ノ較差ハ29例、10粍以

上ハ８例、15粍以上ハ４例、20粍以上ハ１例デ

アツタ。叉前日ヨリ気頃が上昇シタ場合二於ケ

ル者ハ45例デアリ降下シタ時ノモノハ27例デ

ア几。eけ低気暗が恢復スル時二喀血頻度が多

【第18巻

季節的二見lノバ第１同ト３同｡ハ秋及荼デ寒冷

期、第２同及４同ハ初夏デ温暖期ノ喀血デアツ

タ。第９例ノヽ２同ノ喀血デアルガ５月ト12月

デ初:QIヽ冬、第10例モ２同デ５月ト翌年２月

デこモ初夏ト參デアル。第11例ハ12月ト翌年

10月デ寒冷期、第12例ハ６月ト翌年７月デ温

熱期デアル。

喀血ハ第１例ノ如ク必ズｙモ規則正シキ周期デ

来ルモノデナクトモ以上ノ語例ノ如ク季節的ノ

周期郎チ寒冷期叉・ヽ温暖期二来リ、叉刈判者ノ

組合七千来り季節ト最モ深イ開係ガアル。而シ

刊nJ時ノ季節二最モ：多ｲ＼カニ就ラ深イ開係ガア

ル。而シｆ何時ノ季節二最モ多イカニ就テフヽ前

述シタ如ク報告者ニョリ一致シテ居ナイノノヽ此

川司期が種々ニ組今サル篤二必ズシモ一定ノ月

が最‘ｌ=多イト云フ事が出来ナイノデアル。ソン

ニ各地二於ケル小気候が異ル篤デアルト考ヘラ

レルＯ

喀血卜気候

　　

第11表

　

喀血日二於ヶル気膳、気温及比温ノ比較

喀血富日二於ケル恥口
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４様二思ノヽレルガ一般二其ノ較差が著明デアル

場合が少イノデ決定的ノ事ハ云ヒ得ナイ。

気温二就テ前日ト比較シテ見レバ５判以下ノ較

差ノ時ハナク大部分・ヽ101C前後ノ時デア｡ル。

比混二就テ同様二前日lヽ此較シテ見し八才クハ

５が内外ノ時二多ク喀血が見ラレテ居ル。

斯ノ如ク各気候要素ノ個タニ就ﾌﾞｰ喀血誘因卜万求

ノ'ル事ハ困難デア町而シテ気候ハ各気候要素

ノ函敷デアルトノ琴ヘテ、Rudderが気塊没入ﾄ目

ヰタ如ク気塊トノ開係ザ常然号ヘネバ十∧べ。

本邦二於ケル気塊ハ荒川秀俊=≒氏ニョレバ大陸

気塊、オホーツク気塊、小笠原気塊、楊丁江気

　　　

一一一一一一一

　　　

一
塊、赤道気塊ノ種類二分類シや居ル。而シテ余

等一般臨休阿家・ヽ之等気塊ダ分析ノ､ご卜叉ハソ

レーヨリ生ズル不連絹綿ノ性質万

デアル。

余／ヽ喀血卜気象ト

ノ好意ニョリ中央気象毫壮行ノ午前６時及午後

６時ノ天気圖ここーヨリ喀血目二於ケル仙豪地方テ

中心トシテ不連鎖線ノ有無、叉不連絹線カ観・ヽ

レテ居ラタ時ハ低気歴、高気歴叉ハ鴎風害ノ有

無丿リ

レニ由レバ第12良二示-･､如ク喀血目72日ノ中

不連鎖カ叩]奈及乍り川喇り通過シケ居ヽ時ノ喀

血目ハおロノ多倣テ占ノテ居几。而シテ昭和

13年度ノ仙豪及金華山沖テ不連絹線が通過ご

夕日敷ハ149日デアツ久印チ喀血ハ不連鎖線

ノ通過ニョリ誘防せレル事が非常二多イ。狗と

等石怒鎖線ノ通過シテ居ﾉり寺デ雨天デアツタ目

ノヽ29日、唾だ５日、晴天ノヽ９日デアツタ。不

連絹線が仙毫附近二丿ヽ無カツタガ低気歴が存在

シ元叫ツタ時、全國的二天候が崩レ出シタ日叉

ハ揃風ノ通過シタ時叉・ヽ仙皇ヨリ秤い逍与二不

連緬線が有ヽソタ時等勃レモ天候ノ不言定ノ日一

喀血尹見テ居ル。とニ反シ気象状態ノ安定シテ

居り｣、高気歴二掩ノヽレテ居ツタ日等ノヽ19日

デアソタ。と等テ大候ノ方ヨリ見レバ喀【自レヽ雨

天ノ目－･多バ乙うレタ。郎チ雨人ノ日40日、聾

K 11目、晴天ハ2工日デアツタ。

斯ノ如ク喀血｡日丿不連絹綿Iヽ結ビ付ケク腿フ四ヽ

著明ナ開係ニy見出イドガ出来タ。

匹Ｌﾋﾞ八喀血日づヽヶノ心象状況

-

　　　　　　　

片

　

天気圖ニョル気象状況

一

不連績線仙豪及公華山沖通過

　　

ｌ

仙奈ヨリ梢；遠方ニイ号

仙豪附近ヲ低こ気匝通過

仙奎附近欧風通過

全國的二天低崩レ出丿

高低雌二掩ハル

気象的二安定・日

計
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第７章

　

熊谷内科教室二於ケル喀血ノ年次的推移

以前二於ケり妊iミノ喀血率ハドウデアヽソタカ。

とニ就元ハ昭和７年名古見二於ケヽ第29同｢L
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第13表

　

熊谷内科教室二於ケル喀血ノ年次的推移

【第18巻

　　　　　　　　　.＿　___＿＿　　　　　人　　　　　　　工　　　　　　　載　　　　　　　胸
　　　　　　　　　　　　　　‾-=‾⇒=ﾐW-=　－←-W→“-j-ﾐ‾‾　ゝW‾'‾ﾐ〃ﾐ‾→''W‾　“‾ﾐ‾ﾐ‾ﾐ'〃　　　－〃
　尹

_

痰剤投輿‘　　　　　大‾　載　Ｊ　Ｘ　療
去

怯

　　　　　　　　　　　　　　　　　r-　-―=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●J　　　〃=　‾　　‾‾‾“　=ﾐ‾‾ﾐ‾←　jﾐiwら

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　‾‾‾　　ダ　‾　‾脂‾‾‾肪　含　療　法

　．　　　　　　大正年　　　　度　10年11年12年 13年14年 15年
昭和　　　　　　l
2年

し

年４年５稀6年７年 ８年 ９年10年11年12年卜13年14年

肺結核患者總徹’83　82 89 82　81 90 97 80 1 94 90 ﾚ1091 87 144 114 135 126 126 106 140

喀血経験折敷1 34　28 41 30 20 29 40 37 1 35 32 30 12 30 17 28 19 23 17 27

喀　血率　ｦ。40.9 34.0 46.0 36.6･24.7 32.2 41.2 46.3‘37.235.627.513.8 20.8 14.9 20.7 15.1 18.3 16.0 19.3

内

庫

ﾂﾌ1ニ喀血1 21　19 27 24 14 22 27 22　　21 19 13 ５ ８ ４ ７ ３ ５ ３ ３

喀血率?ﾚ25.3 23.2 30.3 29.3 17.3 24.4 27.8 27.5,22.3 21.1 11.9 ５．７５．６３．５５．２２．４４．０２．８２．１

入者
院分
中類

ノ喀

血

入院前(－)
入院中(十)

９　　７ 11 12　10 12 21 10 10 ６ ５ ３ ５ ３ ４ １ ３ １ １

喀血率％ 10.8 8.5 12.4 14.612.3 13.3 21.6 12.5 10.6 6.7ﾄ4.6, 3.4 ３．５２．６３．００．８２．４０．９０．７

入院前(十)
入院中(十)

12　12 16 12　4 10 ６ 12 11 13
　　1

８ ２ ３ １ ３ ２ ２ ２ ２

‾　１喀血率％ 14.5 14.7 17.9 14.7 5.0 11.1 ６．２15.011.7 14.4 7.3‘2.3 ２．１０．９２．２１．６１．６１．９１．４

入院前（十八13　9

入院中（一）
14 ６　　６ ７ 13 15 14 13 17 ７ 22 13 21 16 18 14 24

賢良t?5??wニ:38.232.234.2 20.0 30.0 24.1 32.5 40.6 40.0 40.6 56.8 58.3 73.3 76.5 75.1 84.2 78.3 82.3 88.9
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第３圖ノ如クデアル。之二由ツテ見

レバ昭和５年以前二於テハ入院中ノ

喀血率・ヽ多イ時ハ肺結核患者ノ30．3

％二モナリ、平均25．3％ノ高率デ

アヽソタ。叉入院中二初ｙテ喀血ヲ･経

験シタ者モ昭和５年以前ノヽ何レモ10

％以上デ多４時ハ21．6％ニモ達シ

タポガアツタ。叉昭和５年以前二於

ラハ入院前ノ喀血者ノ多ク｡ハ入院中

二於侈･モ喀血サ繰返シテ居ツタガ昭

:和５年以降二於テハ入院前ノ喀血者

デ入院中二一度モ喀血ラ来サナカツ

タ者が次第二檜加シテ来タ。上述ノ

如ク昭和４年迄ノ熊谷内科教室ノ喀

血率。’｀25．3％デアツタ。然7レニ此ノ

喀血率゛｀昭和５年以降二於テ俄然激

減ラ呈スノレニ至ツタ。今昭和５年カ

Sｚ
/y n 73 μがｒＪ ｊ　ｊ’ｊ　ク　ノタ/ぶ// t2 r3 u

本内科學會宿題報告｢肺結核｣ニ於テ熊谷教扮12)

　

ラ８年迄ヲ移行期1｀シテ其ノ間ノ入院中う喀血

.’｀大正10年'カラ昭和６年二至゛迄ノ教室７喀

　　

率ヲ'見に'゛10．5％デ以前ノ半数以下一減少シ

血卒二就゛表示シタ．今些處二昭和９年以降ノ

　　

テ居゛．こが更二昭和９年以降ニ･ナツテノ･ヽ喀血

モノヲ･之二連績セシメテ表示タ｀シバ第13表及

　　

率’｀違ニ3．3ガトナリヽ入院前喀血者デ入院中
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喀血ヲ来タサナクナツタ者ハ80％以上90％ニ

モ達スルニ至ツタノデアル。而シテ此處二興味

有ルノハ喀血経験者が昭和６年頃ヨリ著明二減

少シテ来タ事デアル。卸チ入院前二既二以前ヨ

リ喀血スル事が少クナツタ事デアル。

熊谷内科教室ノ昭和９年以降ノ喀血察ハ上述ノ

如ク驚クベキ減少ラ示シテ来タガ其ノ由ツテ来

ル所以ノ物ノ｀ヽ何デアツタカ。熊谷教授ハ宿題報

告｢肺結核｣ニ於テ肺結核ノ治癒スルノハ患者白

身ノ酸カエヨルモノデアルカラ患者ノ生活状態

ヲ最善ノ状態二置ク！リ他二適常ナモノハ無

４．此ノ目的ノ篤二大正15年カラ開放療法ザ

始。･(人工気胸療辿ハ既二其ノ以前ヨリ始ｚテ

97

居ル)。績イテ昭和３年カラーハ怯痰剤・･ヽ食慾障

碍サ起犬篤ニとノ投奥サ全慶シ、更二昭和５年

カラハ動物性脂肪ヲ多ク爽゛゛ヽﾉﾚ所謂脂肪食療法

町予ツタ。此ノ結果肺結核ノ治療妓果八一段ト

進境サ示シ喀血率ハ以前ノ牛敬トナツタト報

;11ヽシタ。而シテ其ノ後二於ケル喀血率ノ低下｡ハ

賓二驚クベキ激減テ示シ1-分ノー一以下二減少ス

　

●、
ルニ至ツタ。叉喀血経験者が昭和６年頃ヨリ著

シク減少シタ事八一般肺結核患者が其ノ頃ヨリ

早期二診断ヲ･受ケエ来り入院前二既二努ノテ安

静ニシ脂肪食ヲ･自カラ囁ル事ヲ自愛シ肺結核ノ

治療侈充分二心得ル様ニナツタ脆デア・ト考ヘ

ラレル。

第Ｓ章

　

總括及考察

余ハ昭和９年１月ヨリ昭和14年６月迄ノ間一

熊谷内科二入院シタ肺結核患者中喀血ノ有無テ

統計的二観察スルニ患者總散747名(此ノ中開

放性患者579名)中喀血経験者ハ131名(17.5

％)デアツタ。其ノ中デ入院中二喀血シタ者ハ

25名(3．3％)、叉入院中二初ｙ刊客血テ紺

タ者｡ハ其ノ中13名(1．7％)デアツタ。

之ヲし男女別二見レバ男子ノ喀血頻度一女子ヨリ

多イ。卸チ入院中一喀血シタ25名二就テ見レ

バ男17名、女８名デアツタ、、之テ年齢ノ上カ

ラ見レバ15歳以下デダヽ男女喀血経験者ナク敦

レモ16歳以上二喀血者テ見、最モ多イノ・ヽ男

ノヽ21歳－50歳、女ダヽ21歳－40歳迄デ51歳以

上ハ齢クナツテ居ル。

以上ノ喀血頻度サ季節ノ上カラ見レバ孝ト初夏

一多クナツテ居リ、時刻ノ上カラハ特二著シク

多カツタ時刻ハ無ク夜モ査モ略ｌ同様ナ成績デ

アツタ､、

喀血死二就テノヽ僅カニ４名二過ギナカツタ。之

｡ハ肺結核死亡者ノ３．７％ニ営り喀血経験者ノ死

亡者/ 22.2ガデアル。而シテ喀血者デ死亡シタ

者ト非喀血者デ死亡シタ者トヲ･比較ノヽレバ前者

｡ハ14．5％、後者ノ｀ヽ13．5％デ前者が僅カーニ､多ク

ナッテ居ルニ過ギナ１。

以上ハ熊谷内科二於ケル喀血頻度デアルガ余が

須川温泉二昭和９年ヨリ13年迄ノ毎夏期滞在

中二喀血リーシタ者ハ僅カー

１名ハ喀血死デアヽソタ。

喀血者ノ臨休的所見ヲ観察スルニ入院常時二於

ケル喀痰中二結核菌ヲ澄明シタ者ノヽ117名デ喀

血者ノ89．3％ニ常ッテ居ル。卸チ大部分ノ者が

喀痰中二一結核菌サ出シテ居ルノデアル。胸部

クレン1ヽゲン｣像ニョリ病型ノ上カラ見レバ喀血

者ノ大部分ダヽ浸潤型二見ラレル。郎チ血行撒布

症デハ僅力＝・２名(1．5％)デアッタガ浸潤性早

期型デハ15名(11．5％)デアリ叉血行性肺結核

デ・ヽ11名(8．4肋デアルガ浸潤性肺結核デハ30

名(22．9％)デアッタ。而シテ雨型ノ如何サ問｡ハ

ズ病状噌悪シ空洞テ生ズルニ到レバ喀血頻度・ヽ

著シク多クナル。叉喀血者ノ赤沈速度八一般二

促進シテ居ル者が多カッタ、、

喀血が酸温二及ボス影響テ見ルニ喀血ニョリ酸

温ハ直チー上昇テ来フ、事ナク散時間後或ハ翌日

叉ハ翌々日デ此ノ時二最高トナリ此ノ期間ハ１

－２日ッヽ゛キ其ノ後ハ降下シ多クーハ１週間デ平

熱ト十ル。叉脈博二就テモ同様デアル。と等ノ｀ヽ



98 宮坂＝肺結核二於ケル喀血ノ統計的哉察

喀血量、喀血目敬ノ長短叉ハ新喀血等ニハ著明

ナル開係ハ見出シ得ナカツタ。喀血後ノ赤血球

撒列

喀血量、喀血日敬トノ開係ハ検査日が不定デア

ツタ狐二著明デハナカツタ。而シテ赤沈速度ハ

喀血ニョリ促進ノ､ﾉﾚ者多ク、叉喀血量及喀血日

数二開係アル如ク思バレル。

入院中ノ喀血患者デ女子ノミェ就テ見レバ喀血

が月経ト密接ナル開係が有ル事ヲ･知ル。印チ多

ク・ヽ月経前期二見ラレ月経ノ4－5日前二始登

喀血サ見ル。叉人－ヨツテ，ヽ月経後期-・モ見ラ

レル。

喀血者全膿二就ﾌﾟｰ見ルニ喀血常習者ニー一定ノ

季節的周期が有ル。印]チ或ル周期ヲ･以テ寒冷

期、温暖期、温熱期叉ハ之等ノ組合セニ於テ喀

血ヲ･繰返ヘス事デアル。

喀血ノ誘因トシテ古タカラ気象が考ヘラレテ居

ル事｡ハ経験的二喀血が気象二密接ナル開係が有

ルト思ハレテ居ル篤デアル。其ノ誘因トナル気

象要素ノ主ナルモノハ気歴、気温、温度叉ハ風

等が考ヘラレテ居タ。而シテ各地二於ケル喀血

頻度ノ報告二季節的二大イユ異ルノハ上述ノ喀

血常習者ノ季節的周期性ノ篤ノ他こ一各地二於ケ

ル小気候ノ異ル事が考へ得ル事デアルガ絹對的

ナル喀血誘因トシテノ気象要素ヲ極ノル事ハ困

難デアル。

余ハ其ノ喀血誘因テ不連績線二求ノタ所喀血日

数72日中不連絞線が仙豪及金華山沖テ通過シ

テ居ル日ハ43日ヲ数へ其ノ他仙豪附近二不連績

線ハナクトモ低気歴ノ存在シテ居タ時、鋤風ノ

通過シタ日、全國的二天気ノ崩レ出シタ日二喀

血日テ多ク見タ。叉こテ晴雨ノ日ヨリ見テモ雨

天ノ日ノ喀血ノヽ40日デアルニ晴天日ハ21日、

曇天日11日デアツタ。自]チ喀血､八一般二気象状

態ノ不安定ノ日二頻登スル事・ヽ事賓デアル。何

故二気象不安定ノ日二多イカト言ヘバKlotが3)、

Sch6ｒｅｒ㈲、Pressat et Ｃｌａｕde(45導｡ハ空中電気

ノ受化が著シク、ソレガ植物卵経機能二宛調ヲ

夷ヘル認デアルト解シテ居ル。而シｆ斯ノ如ク

【第18巷

天候不安定ノ日ト雖モ１日ニ２人ノ始登喀血ヂ

出シタ事・ヽ極ｙテ稀デ僅カユ２同二過ギナイ。

其ノ一ツ・ヽ744粍ノ低気屋が金華山沖テ北上シ

タ時デ仙豪二降雪アリ、他ハ不連緬線が金華山

沖ヲ･通過シ仙豪ニハ降雨ヲ･見タ時デアル。此ノ

２同以外ハ常二唯１人宛ノ喀血デ集團的二頻登

シタ日が無イ。叉之ト同様Fohnニ開係シテ起

ルト云フガ昭和14年７月７日仙毫地方一珍ラ

シクモFohnが現パンダ。此ノ日二於テモ熊

谷内科入院患者デ喀血シタ者ハ１人モナク叉其

ノ前後二於テモナカツタ。斯ノ如ク考ヘレバ果

シテ気象ノ不安定が喀血ノ誘因1ヽナルカ否テ

決定ソ、ル事ハ困難トナル。而シテ統計的ニハ

気象不安定二密接ナル開係が有ヽ如ク思ハレ

ノレＯ

熊谷内科二於ケル喀血患者・ヽ一般二妙ク且ツ気

象不安定ノ口ト雖モ齢イ。此處二於テ考ヘラレ

ル事｡・ヽ肺結核ノ治療デアル。肺結核ノ治療。･ヽ最

近著シク進歩シ積極的ニ､ハ人工気胸術、横隔膜

御経捻除、胸廓整形術等最モ多ク行ハレテ居

リ、消極的ニハ充分ナル毫養、安静、換気、探

光等デアル。今喀血経験者131名二就テ見ﾉLニ

其ノ中98名(74．8％)ハ人工気胸叉ハ横隔膜御

経捻除叉ハ其ノ雨者ヲ･行ツタ者デアル。柴養方

面カラハ入院患者ノ１日ノ總｢カロリー｣ハ腰重

１厄二付40―50｢カロリー｣デ、食品中動物性脂

肪テ奥ヘル事二注意シ成人デダヽ１日約100瓦奥

ヘル事ニシテ居ル。第２表二示シタ如夕西洋二

喀血例ノ齢イ事ハ彼等ハ常二多量ノ脂肪ヲ･トヅ

テ居ル篤ト考ヘラレ叉第13表二示ソ、如ク熊谷

内科二於ケル喀血率が昭和５年以降二於テ激減

シテ居ルノモ此ノ脂肪食療法ラ始ｙタ鴉デアル

ト考’｀ラレル。嗇此ノ外二安静、換気、採光ラ

充分監督シ積極的、消極的両方面ヨリ治療二注

意シテ居゛。従ツテ喀血誘因lヽナヽ気象状況ノ

不安定ニ゛拘７｀ラズ喀血ラ起ソ、事が少イ1ヽ思ノヽ

レル。而シテ斯ﾉ'如キ良好ナル状態二於テモ楢

喀血者ヲ出シ且ツソレガ気象状況不安定７口ご

多ク見４事今生物気候學的研究ラ更二究ｙル事



が重要デアル。岡田胴)氏ニョレバ気候ノ記述ノヽ

憤感ヲ重要ナル要素トスルカラ之ヲ･気温ヤ温度

ノ函数トシテ現ハシ、此ノ方面デ相常温度ト云

フ要素が考ヘラレテ居ルト云フ。、之ハ１立方米

中ノ水蒸気力7全部凝結シ其ノ漕熱が全部ミナ現

二温度t゜Ｃノ乾燥空気ヲｊｔ'Ｃ丈ケ昇温セシム

ルニ浪費サ1ノタトスレバ相常温度Ａノヽ

　　　　

Ａ＝t十∠/t

ト定義スル、之レノヽ気候學ノ目的ニハ近似的ニ

　　　　

Ａ＝t＋21（レヽt）Ｃニ於ケル水蒸気

張力）

トシテ充分デアルト云フ。之ノ相常温度が幄感

二略ｔ一致スルト云フ。従ツテ正確二喀血時刻

ヲ知リ、其ノ時刻二於ケル気温及比温テ測定シ

之ニョリ飽和水蒸気張カラ求ノテ水石気張カテ

計算シ喀血時刻二於ケル醵感ノ開係テ知ル事が

必要デアル。とハ今後ノ研究二俣ツモノデアル。

第９章

　

結

　

論

1。

　

昭和９年１月ヨリ昭和14年６月迄二熊谷

内科二入院シタ肺結核患者・ヽ「･7 41 字、(が449名、

女298名)デ喀血旺験行ハ131名(男86名、女45

名)デ17．5％デアルガ入院中二喀血ヲシタ者ハ

25名(男17名、女８名)デ3．3％デアツタ。

　

而

シテ入院中初ノ'テ喀血チ経験シタ者ハ其ノ中

13名(男９名、女４名)デ１．７％デアル。

2．

　

喀血ハ女子二齢ク男子二多ク、年齢ヨリ見

レバ幼年者ニハ最モ紗ク、次デ高年者紗ク20

歳以上50歳以下二多イ。

3．

　

季節的二見レバ多ト初良二多ク、時刻ノ上

カラハ著シイ!持=徴ノ｀ゝ無カツタ。

４．

　

喀血者デ死亡シタ者ト非喀血者デ死亡シタ

者トヲ比咬スレバ前者ノヽ14. f)ヅ、後者ハ13.5

％デアリ、喀血死ハ妙ク４名二過ギナカツタ、、

5．高山二於テノヽ喀血頻度ハ頗ル齢イ。

6.

　

喀血患者ノ喀痰中結核菌陽性卒ハ89．3％

デ、赤沈速度１時間値36粍ほ上ノ者ハ77.9ガ

デアツタ、

7.喀血患者ｆ病型別二見レバ早期型デハ大部

分が浸潤性ノ者二来テ血行性ノ者ニ｡・ヽ斟４が、

空洞テ生ズルニ到tノバ病型ノ如何二拘バラス頻

登スル。

8．

　

破温上昇及速脈ハ喀血直後ヨリ寧ロ1－2

日後二現ハレ約１週間デ平常二戻ル。而シテ喀

血量、喀血日敬二開係ソヽル事ハ少イ様デアル。

9．

　

喀血二際シテハ赤沈速度ノ促進丿来ス事多

ク叉喀血ニョリ貧血ラ来フ、事モ認ノラレ之等ハ

喀血量、喀血目敷ト開係アル如シ。

10．喀血－ハ周期性が認ノラレ殊二女子デ八月

経卜密接ナル開係ガアル。

11．喀血ハ気象要素ノ個々ノモノトノ開聯ハ見

出シ得ナイガ天候不安定トハ開係アルト認ノ･得

12．喀血誘因トシテ天候不安定日ヲ畢ゲ得ルガ

患者ノ所置ヨロシキヲ得レバ喀血ハ容易二起ル

モノデハナイ。

罰脊スノレニ常り仙豪測候所長田島氏及所員御一一

同ノ御好意ラ深謝スル。
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